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海事局予算全体概要（令和2年度第3号補正予算・令和3年度当初予算）

我が国海事産業が直面する課題の克服を図るため、担い手等の３分野において、制度改正を含む総合的かつ
一体的な措置を講じるべく、令和２年度第３号補正予算と令和３年度当初予算で所要の予算を確保。

＜担い手（船員）分野に関連する予算項目＞
・内航海運の活性化・船員の働き方改革の推進 ⇒ 詳細はＰ.2参照
・船員の確保・育成体制の強化 ⇒ 詳細はＰ.2参照
・独立行政法人海技教育機構経費 ⇒ 詳細はＰ.3参照

概 要

１.安定的な海上輸送の確保に向けた我が国海事産業の再構築

(1)海事産業の国際競争力強化
(2)海運業における生産性向上・事業基盤の強化

①内航海運の活性化・船員の働き方改革の推進

(3)海運・造船業等の事業基盤の強化を支える海事人材の確保・育成

①船員の確保・育成体制の強化
②造船業における人材の確保・育成

③独立行政法人海技教育機構経費

２.国際基準等を踏まえた総合的な海上安全・環境対策の推進

(1)船舶からの温室効果ｶﾞｽ(GHG)排出ｾﾞﾛの実現に向けた国際戦略の推進
(2)船舶への非合理な環境規制に対する国際的議論に向けた調査

(3)マラッカ・シンガポール海峡等航行安全対策

(4)検査・監査等の適正な執行

(5)高速船の安全性向上のための対策
(6)走錨防止のための船舶の安全対策

(7)スマートフォンアプリを活用した小型船舶等の安全対策

３.海事振興

４.その他（国際機関分担金等）

令和３年度予算額：9,154百万円、令和２年度第３号補正予算額：2,382百万円

海事局予算概要

1

担い手をはじめとする各分野の取組を
総合的かつ一体的に講じ、相互に好循環を図る

我が国海事産業の目指すべき姿



海事局予算概要
（内航海運の活性化・船員の働き方改革の推進、船員の確保・育成体制の強化）

船員の確保・育成体制の強化

船員計画雇用促進事業

内航船員就業ルート拡大支援事業

外航基幹職員養成事業

求人・求職の申込み手続きのオンライン化

船員離職者職業転換等給付金

技能訓練事業

優秀なアジア人船員の養成・確保

内航海運の活性化・船員の働き方改革の推進

労働時間管理のリモート化を通じた効果的な船員労務
監査の実現

内航海運暫定措置事業終了後の内航海運業の変革

船員の確保・育成体制の強化

船員計画雇用促進事業

内航船員就業ルート拡大支援事業

外航基幹職員養成事業

船員の心身健康確保のための船内環境改善

船員離職者職業転換等給付金

技能訓練事業

優秀なアジア人船員の養成・確保

新規事業として
「船員の働き方改革」を推進するための所要の予算を確保（下表のうち ） 。
新型コロナウイルスの感染防止やアフターコロナの観点等から、所要の予算を確保（下表のうち ） 。

継続事業として、
船員の確保・育成体制の強化のため、前年度とほぼ同額の予算を確保（下表のうち ） 。

概 要（R3年度当初予算・R2年度第３号補正予算）

＜前年度：１２９百万円＞ ＜令和３年度：1９5百万円＞

新規事業（当初予算）
新規事業（補正予算）
継続事業（当初予算）

2

前年度との比較

Ｒ2年度当初予算額：129百万円（ ・ ）
R3年度当初予算額：155百万円（ ・ ）
R2年度第3号補正予算額：40百万円（ ）



3

海事局予算概要
（独立行政法人海技教育機構経費）

海技教育機構経費

新規事業として
「教育内容の質の高度化・深度化」を推進するため、陸上工作技能訓練センター整備を順次進めていると
ころであるが、令和３年度当初予算において、センターを設置する海技大学校第一実習実験棟の改修経費
について所要の予算を確保。
「南海トラフ巨大地震や首都直下地震等を見据えた防災・減災対策」を推進するため、学校施設の耐震化
を図り、機能を強化するため令和２年度第３次補正予算において所要の予算を確保。

概 要（R3年度当初予算・R2年度第３号補正予算）

●陸上工作技能訓練センター整備に係る施設の改修経費

⇒練習船機関科実習の一部を陸上施設で行えるよう、海技大学校内の第一実習

実験棟に陸上工作技能訓練センターを整備する予定となっているが、その施

設を整備するための改修を行うための経費

●学校施設の耐震化

⇒海技教育機構の学校施設においては、震度6以上

の地震による倒壊の危険性のある施設が36棟あ

り、学生及び教員の安全確保を図ることに加え、

地域の災害支援活動にも貢献できるよう順次耐

震化を進めてきたが、残り５棟について耐震化

の予算を確保した。

第1実習実験棟

●海技教育機構経費 前年度：７,０９３百万円 令和３年度：7，２８３百万円

耐震化済 耐震化未済

直近５年の状況


